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功二  

 に

化 した （以下、本

と る） は、生 持 などのた

に 全な 木の を後 ることが られ

ている。そして、 材 の 体である

セン （以下、 セン ）は、

に本 の後 で される。そのた 、

木で発見される後 は本 が セン

を した とされ、 材 の と

関 けた研究が されてきた（ 、1988）。 

一方、 した本 は たは し

した 木に され、 尾 行 を

行うが、このような 木上での後 行 につ

いてはほと ど されていない。 は

に した本 を ると、 し

た 生 の ートよりも、立てかけた

の上に いた 条に の が り後

ることを している（未発表）。このことは、

に たは し した 木に さ

れた は 尾 行 けでな 、 の

条で後 行 も行っていることが示唆される。 

本研究では、 たは し した

木における本 の後 生 を らかに るた 、

および によって人 に さ

た を 林分に設 し、本 の後 お

よびそれと関 した の分布について し

た。

 

  

石 加 林（36°19.4 N、

136°17.1 E、 高 53 ）に を設 した。

ここでは 材 による が 20

前から して発生しており、 木の

処理などが実 されている。 前 （2017 ）

の当 率は 3.0％であり、 木の平均

高 は 13.1cm であった。 

  

において 2018 19 日に、

いの 生立木 本を び、 で した。

平均 高 および高さは 5.9cm（最小 最大：

5.4 6.3cm）および 4.6cm（最小 最大：3.7

6.2cm）であった（表 １）。 後、 を し、

い後 ら しい は した。

木の 断面を された に き、

の生立木に になるように立てかけた。それら

の をロープで 定し、 で に した。

23 日に、これらの 木の を から

１ とに り分け、石 林総合研究センター

林 試験場に した。 日 12 日に、

木 とに後 および 表面の

を した。後 は の から１ 、２ 、

および 以上として、 とに後

を した。 は から 上高１

とに 表面の を えたが、 の長さ１

未満の は に加えなかった。 

  

2018 19 日に、 生立木２本を

び、グ ート を 分とした

（ ： ンド ップ ッ スロード、日

化学 （ ）） をそれ れ２cc つ

した。 上高 0.3 および 0.4 の２ 所（ 対

方向）に mm のド ル ッドを使い、水平よ

り 下方に向けて さ cm の を開けた。それ

れに１cc つ を し、その後コル

をした。 木の 高 および高さはそれ

れ 5.9 7.9cm および 5.5 6.8 であった（表

２）。これらを 21日 で に し、

した。 を から１ とに り分け、前 の

林 試験場に した。 24日 25日に、

木 とに後 および 表面の

－  ト の
に に

け の後  
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－  に に け の後 の  

－  ト の に に け の
後 の  

を した。後 は とに、後 の

方向の長さとその の を て後 面

を した。 

さ た を に したとき、本

の に加えて の後 も ることを

示した。そのた 、 木 しい 木におい

て、 された は 尾 行 けでな

後 行 も行っていることが らかになった。 

森本・ （1972）は 全木と比較して本 が

している 木では い にも後 が なっ

ていることを しており、 ・ 田（1976）

は、 の 定木（異 木）の２

上で本 が発見されることを している。本

研究では さ た 木の２ 生以上の に

本 の後 が した。そのた 、森本・

 と

木における平均後 は 52.7 本（最

小 最大：31  71 本）であった。１ 、２ 、

および 以上の平均後 は、それ

れ 14.0本、10.0本、15.3本および 13.3本であっ

た（表 １）。 た、１ 、２ および

の後 合は、それ  れ 1.6％、2.5％および

10.6％であり、 で後 合が高 なった。 

木における合 の後 所 および後

面 は、そ れ れ  54 82 所およ び 3,980

8,935mm2であった（表 ２）。１ 、２ 、

および 以上の後 所 は、それ れ10

29、18 39、 17 および 所であった。

後 面 は それ れ 489 2,879 mm2 、1,899

4,614 mm2、783 1,024 mm2 およ び 418 809 mm2

であり、２ で後 面 が なった。 

 木の は 31 54 で、 上高が

高いほど が少な なる傾向があった（

１）。 た、 木の  は 86 172

で、 上高と の関係は ではなかった

が、最上 の で が最も少な なった（

１）。 木および 木の 方で、

（1973）が したように の最上 の小さ

い は本 の に さなかったと れた。 
－  ト の に

に け
の高  本研究は、 によって人 に
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（1972）および ・ 田（1976）の は、

木が たは した後の後 行 に関

があるかもしれない。 

材 による は、 セン が

木 ることで発生 る。その後、

セン が 体 で るた 、 木か

ら セン が分 されたとき、 材

に を ることが可能になる。しかし、

石 ・ （2016 2018）によって、 さ

た ロ において でも

セン が ること 、それらの材

から 材 断 ットの があった

ことが されている。このことは 木からの

セン の によっても を

材 に 定できないことを示している。 

材 は、本 の後 を して

セン が 木に される。そのた 、

木の を るとき、 セン

の けでな 、 条の後 の分布も

されてきた（ 、1988）。しかし、

の 化などの 材 とは の で

した 木でも、 セン と本

の後 の 方が 体 に分布 る可能 がある

ことが本研究において示された。そのた 、

の については、本 セン の

分布などに加えて、林分 の 木について時

な 発生パターンを し、総合 に 断

ることが重 であ う。 

 （1973） の

位 日林 研 26:217-218 

石 ・ （2016）

の を した 木 の

セン の 日林 98:124-127

石 ・ （2018）

の から ロ 木 した

セン の 体 での分 と

の り り 日林 100:201-207 

 洋一（1988） 材 松 い

トー ス・ ンパ ー

森本 ・  （1972）

の後 と の関係 第 83 回日林 ：

327-329
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